


















要   約:母子保健計画の策定プロセスのなかで、  「地域のあるべき姿」を実現するため

の具体的な条件を設定し、その条件に対応する指標を検討し、そのモニタリングシステム

を構築し、母子保健活動の評価を行うべきである。指標には、 まず既存の保健統計の活

用が重要で、WISHF よそれらのデータベースを提供している。必要に応じて新たな指標化

も検討すべきである。


